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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期
第１四半期
連結累計期間

第32期
第１四半期
連結累計期間

第31期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 8,111,800 8,608,229 31,189,832

経常利益 （千円） 627,679 609,284 2,536,519

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 390,298 353,832 1,932,572

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 458,186 621,011 2,762,499

純資産額 （千円） 18,568,396 21,416,581 20,948,153

総資産額 （千円） 26,281,157 30,276,253 30,265,404

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 37.96 33.62 186.89

潜在株式調整後1株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 37.56 33.37 184.69

自己資本比率 （％） 65.8 66.1 64.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 728,058 784,204 2,880,739

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △13,225 236,572 △655,703

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △273,300 △71,691 △426,348

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 6,753,545 9,078,172 8,124,397

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出関連業界から周辺業界への好業績の波及が見られ、ま

た、円安に伴う商品価格上昇の影響が懸念されるものの、株価上昇や雇用情勢の改善により、個人消費も緩やか

な回復基調が継続しております。一方、国際情勢は予断を許さない状況が続いております。中国経済の減速やギ

リシャの債務問題は日本経済にも少なからぬ影響があると見られ、今後の動向を注視する必要があります。

このような状況下、当社はグループを挙げてお客様との関係強化及び取引の深耕を図っております。PLM分野に

つきましては、自動車業界における地域に密着した研究開発体制の世界規模での強化を受け、データベース利用

技術の開発やコンピューターによる予測及び解析といった専門性の高い領域でのシステム構築が増加いたしまし

た。HPC分野につきましては、官公庁向けの受注環境は引き続き厳しい状況にありますが、大学や研究機関、大規

模工場などを中心に最先端のテクノロジーの導入を求める案件が増えております。

その結果として、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、CAD関連を中心として販売実績が堅調に推移したこ

とに加え、本年２月に連結子会社となったタイのNew System Service（NSS）社及びベトナムのNew System

Vietnam（NSV）社が寄与し、売上高は8,608百万円（前年同四半期比6.1％増）となりました。営業利益につきま

しては、利益率の改善により売上高総利益は伸長した一方、人員増に伴い人件費が増加したこと、また、NSS社及

びNSV社ののれん償却費が発生したことにより販売管理費が増加し、563百万円（同1.8％減）となりました。親会

社株主に帰属する四半期純利益につきましては、権利行使期限が満了した新株予約権の戻入益を特別利益として

計上した一方で、中国の関係会社売却に伴う損失を特別損失に計上したことにより353百万円（同9.3％減）とな

りました。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

PLM事業につきましては、自動車関連産業の堅調な業績を背景に販売が順調に推移したことに加え、NSS社及び

NSV社の寄与により、売上高は拡大いたしました。一方、SEを中心とした採用強化による人員増やNSS社及びNSV社

ののれん償却費の発生により販売管理費も増加いたしました。その結果、外部顧客への売上高が8,222百万円（前

年同四半期比6.1％増）、セグメント利益は539百万円（同3.2％減）となりました。

連結子会社である株式会社ジーダットが中心となって行うEDA事業につきましては、自動車やモバイル関連を中

心に集中的な販売活動を継続したことに加え、半導体設計受託へのニーズの高まりを受けて設計者の増員などの

対応を行い、積極的な受注活動を展開いたしました。その結果、外部顧客への売上高が385百万円（前年同四半期

比7.3％増）、セグメント利益は24百万円（同42.4％増）となりました。

 

（2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計及び負債純資産合計は、以下の要因により、前連結会計年度末

に比べ10百万円増加し、30,276百万円となりました。

（資産）

流動資産は、現金及び預金が703百万円増加、受取手形及び売掛金が996百万円減少、商品が57百万円減少、そ

の他が65百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末比285百万円減の18,161百万円となりました。

固定資産は、有形固定資産が32百万円減少、無形固定資産が32百万円減少、投資その他の資産のうち、投資有

価証券が360百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末比296百万円増の12,114百万円となりました。

（負債）

流動負債は、買掛金が759百万円減少、未払法人税等が345百万円減少、賞与引当金が212百万円減少、役員賞与

引当金が40百万円減少、その他が785百万円増加したことにより、前連結会計年度末比571百万円減の6,733百万円

となりました。

固定負債は、退職給付に係る負債が3百万円増加、その他が111百万円増加し、前連結会計年度末比114百万円増

の2,126百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末比457百万円減の8,859百万円となりました。
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（純資産）

純資産は、資本金が140百万円増加、資本剰余金が140百万円増加、利益剰余金が39百万円増加、その他有価証

券評価差額金が245百万円増加、退職給付に係る調整累計額が4百万円増加、為替換算調整勘定が3百万円増加、新

株予約権が80百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比468百万円増の21,416百万円となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により得られ

た資金784百万円、投資活動により得られた資金236百万円、財務活動により使用した資金71百万円等を加味した

結果、前連結会計年度末に比べ953百万円増加（11.7％増）し、9,078百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は784百万円となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益589百万円、減価償却費25百万円、のれん償却額28百万円、退職

給付に係る負債の増加額9百万円、売上債権の減少額939百万円、たな卸資産の減少額57百万円、前渡金の減少額

17百万円、前受金の増加額488百万円、その他の流動負債の増加額398百万円であり、支出の主な内訳は、賞与引

当金の減少額212百万円、役員賞与引当金の減少額40百万円、その他の流動資産の増加額98百万円、仕入債務の減

少額746百万円、未払消費税等の減少額145百万円、法人税等の支払額573百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は236百万円となりました。

収入の主な内訳は、長期預金の払戻による収入300百万円であり、支出の主な内訳は、連結の範囲の変更を伴う

子会社株式の売却による支出40百万円、投資有価証券の取得による支出13百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は71百万円となりました。

収入の主な内訳は、新株予約権の行使による株式の発行による収入228百万円であり、支出の主な内訳は、配当

金の支払額278百万円であります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は59百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,720,000

計 42,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,106,800 11,111,400
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株でありま

す。

計 11,106,800 11,111,400 － －

（注）「提出日現在の発行数」には、平成27年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
(注） 164,000 11,106,800 140,536 1,828,594 140,536 1,935,994

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 500,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　10,440,500 104,405 －

単元未満株式 普通株式　　　 2,100 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 10,942,800 － －

総株主の議決権 － 104,405 －

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

㈱アルゴグラフィックス
東京都中央区日本橋

箱崎町５－14
500,200 － 500,200 4.57

計 － 500,200 － 500,200 4.57

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１.　四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成してお

ります。

 

２.　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日か

ら平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※２ 9,727,654 ※２ 10,430,922

受取手形及び売掛金 7,667,066 6,670,685

商品 224,145 166,758

仕掛品 62,510 62,472

原材料及び貯蔵品 21,310 20,893

その他 744,045 809,744

流動資産合計 18,446,732 18,161,477

固定資産   

有形固定資産 231,885 199,752

無形固定資産   

のれん 1,159,403 1,139,659

その他 172,142 159,400

無形固定資産合計 1,331,546 1,299,059

投資その他の資産   

投資有価証券 8,047,450 8,407,989

長期預金 ※２ 1,700,000 ※２ 1,700,000

その他 507,789 507,974

投資その他の資産合計 10,255,239 10,615,964

固定資産合計 11,818,671 12,114,775

資産合計 30,265,404 30,276,253

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,440,540 3,681,054

未払法人税等 558,963 213,798

賞与引当金 424,853 212,424

役員賞与引当金 55,000 15,000

その他 1,825,973 2,611,248

流動負債合計 7,305,330 6,733,526

固定負債   

退職給付に係る負債 1,591,104 1,594,125

その他 420,815 532,020

固定負債合計 2,011,919 2,126,145

負債合計 9,317,250 8,859,671
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,688,058 1,828,594

資本剰余金 1,795,458 1,935,994

利益剰余金 14,425,520 14,464,837

自己株式 △598,333 △598,333

株主資本合計 17,310,703 17,631,092

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,124,119 2,369,324

退職給付に係る調整累計額 △43,078 △38,802

為替換算調整勘定 49,283 53,222

その他の包括利益累計額合計 2,130,325 2,383,744

新株予約権 104,118 23,376

非支配株主持分 1,403,006 1,378,368

純資産合計 20,948,153 21,416,581

負債純資産合計 30,265,404 30,276,253
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 8,111,800 8,608,229

売上原価 6,355,269 6,696,236

売上総利益 1,756,530 1,911,992

販売費及び一般管理費合計 1,182,628 1,348,484

営業利益 573,902 563,508

営業外収益   

受取利息 22,667 20,497

受取配当金 27,679 36,084

その他 14,105 15,404

営業外収益合計 64,452 71,986

営業外費用   

持分法による投資損失 10,675 24,422

その他 － 1,788

営業外費用合計 10,675 26,210

経常利益 627,679 609,284

特別利益   

新株予約権戻入益 － 27,572

特別利益合計 － 27,572

特別損失   

関係会社出資金売却損 － 47,405

特別損失合計 － 47,405

税金等調整前四半期純利益 627,679 589,450

法人税、住民税及び事業税 302,210 250,483

法人税等調整額 △74,485 △27,783

法人税等合計 227,724 222,699

四半期純利益 399,954 366,751

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,656 12,919

親会社株主に帰属する四半期純利益 390,298 353,832
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 399,954 366,751

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 58,945 245,204

為替換算調整勘定 △1,369 4,868

退職給付に係る調整額 6,814 4,275

持分法適用会社に対する持分相当額 △6,158 △88

その他の包括利益合計 58,232 254,259

四半期包括利益 458,186 621,011

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 449,136 609,879

非支配株主に係る四半期包括利益 9,050 11,131
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 627,679 589,450

減価償却費 18,976 25,375

のれん償却額 － 28,827

新株予約権戻入益 － △27,572

関係会社出資金売却損 － 47,405

賞与引当金の増減額（△は減少） △208,712 △212,429

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △35,000 △40,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 50,906 9,340

受取利息及び受取配当金 △50,347 △56,582

持分法による投資損益（△は益） 10,675 24,422

売上債権の増減額（△は増加） 984,816 939,048

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,771 57,842

前渡金の増減額（△は増加） △29,411 17,694

その他の流動資産の増減額（△は増加） △36,685 △98,483

仕入債務の増減額（△は減少） △962,178 △746,567

前受金の増減額（△は減少） 426,901 488,780

未払消費税等の増減額（△は減少） 25,146 △145,932

その他の流動負債の増減額（△は減少） 380,284 398,539

その他 △1,354 5,025

小計 1,172,926 1,304,185

利息及び配当金の受取額 50,655 53,976

法人税等の支払額 △495,523 △573,956

営業活動によるキャッシュ・フロー 728,058 784,204

投資活動によるキャッシュ・フロー   

長期預金の払戻による収入 － 300,000

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却に

よる支出
－ △40,948

投資有価証券の取得による支出 － △13,471

その他 △13,225 △9,007

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,225 236,572

財務活動によるキャッシュ・フロー   

新株予約権の行使による株式の発行による収入 9,825 228,069

配当金の支払額 △273,825 △278,792

非支配株主への配当金の支払額 △9,300 △20,968

財務活動によるキャッシュ・フロー △273,300 △71,691

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,296 4,689

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 440,236 953,775

現金及び現金同等物の期首残高 6,313,309 8,124,397

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 6,753,545 ※１ 9,078,172
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資

本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更してお

ります。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（4）、連結会計基準第44-５項（4）及び事業分

離等会計基準第57-４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

関連会社の金融機関からの借入金に対して行っている債務保証は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

D&A Technology Co.,Ltd. 135,254千円 137,834千円

 

※２　期限前解約権を銀行のみが保有しており、当社から解約を行う場合、取引銀行所定の解約精算金を支払う必要が

あります。これにより預金元本を毀損する可能性があるものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

現金及び預金 800,000千円 500,000千円

長期預金 1,700,000千円 1,700,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

現金及び預金 7,733,545千円 10,430,922千円

預入期間が３か月超の定期預金 △980,000 △1,480,000

取得日から３か月以内に償還期限の到来する

短期投資（有価証券（流動資産その他））
－ 127,250

現金及び現金同等物 6,753,545 9,078,172

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月19日

定時株主総会
普通株式 308,347 30 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月18日

定時株主総会
普通株式 313,276 30 平成27年３月31日 平成27年６月19日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期
連結損益計算書
計上額
（注）1 PLM事業 EDA事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 7,752,385 359,414 8,111,800 － 8,111,800

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 16,585 16,585 △16,585 －

計 7,752,385 376,000 8,128,385 △16,585 8,111,800

セグメント利益 556,994 16,907 573,902 － 573,902

（注）１　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期
連結損益計算書
計上額
（注）1 PLM事業 EDA事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 8,222,416 385,812 8,608,229 － 8,608,229

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 7,661 7,661 △7,661 －

計 8,222,416 393,474 8,615,890 △7,661 8,608,229

セグメント利益 539,436 24,071 563,508 － 563,508

（注）１　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 37円96銭 33円62銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 390,298 353,832

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
390,298 353,832

普通株式の期中平均株式数（株） 10,281,816 10,525,817

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37円56銭 33円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）（千円）） (－) (－)

（うち事務手数料（税額相当額控除後）（千円）） (－) (－)

普通株式増加数（株） 110,107 78,056

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成27年８月７日

株式会社アルゴグラフィックス

取　締　役　会　　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠　原　孝　広　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三　井　勇　治　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルゴ

グラフィックスの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月

１日から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルゴグラフィックス及び連結子会社の平成27年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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